
（様式３）

ﾌﾘｶﾞﾅ

研究代表者氏名

　研究課題名

平成２１年度　傾斜的研究費（全学分）研究報告書

研究代表者
所属
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職 教授

情報アーキテクチャ専攻 酒森　潔
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属

研究分担者氏名 職

「ＰＭ教育のグローバル評価ツール研究」
―ＰＭＣＤＦ(Project Manager Competency Development Framework)V2に準拠したＰＢＬ評価の実践―

　研究実績の概要（600～800字で記入。図、グラフ等は記載しないこと。）

プロジェクトマネジメント能力の学習成果についてはＰＭＢＯＫに基づいた自己申告方式が中心であり、より客観的な評
価方法が求められている。
一方、現在グローバルなＰＭのスキル評価方法としてはＰＭＩが発行しているＰＭＣＤＦ(Project Manager Competency
Development Framework)によるものが確立されつつある。そのバージョン２が昨秋リリースされたばかりであり、このＰ
ＭＣＤＦ－Ｖ２を使用してＰＭの能力評価を行っている事例は世界的にも例がない。そこで、このフレームワークを使用
してPMのコンピテンシーを研究した。
具体的には、学生とともにコンピテンシー整理し、PMBOK第４版に合わせるとともにスキルのエビデンスをIT業界で一般的
な用語に統一した。最終的には１１３のチェック項目のスキルチェックシートを完成させた。
完成したチェックシートをもとに、一般約７０名の対象者のスキル分析を行った。その結果、実践スキルとヒューマンス
キルに相関があること、ハイレベルのPMは実践スキルとヒューマンスキルをバランスよく身に付けていること、ハイレベ
ルのPMとそうでないPMにはプロフェッショナル意識について相違があることなどの結果を得た。
この結果については２００９年度のPM学会において発表した。
これらの研究活動を通じ、今回研究して作成したプロジェクトマネジメントスキルチェックシートが、PMのスキル診断の
把握に効果があることを実証された。また、さらなる改善としてエビデンスの質を問うことが必要ということが分かっ
た。
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「仮想プロジェクトによるプロジェクトマネジメント実践」、PMI Japan Forum, 2009,10,25
「PMCDF第２版について」、PMI福岡地区標準セミナー、2009,12,4
「ＰＭ教育用仮想プロジェクトの実践とＰＭコンピテンシーの研究」、PM学会、2010,3,12

　論文発表又は著書発行（発表題目、著者、発表誌又は出版社、年月を記入）

「ＰＭＣＤＦによるシミュレーション方式教育の評価」,酒森潔、産業技術大学院大学技術大学院大学紀要、2010,2月

　科学研究費補助金への応募状況、採択状況

なし
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なし
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